注記（事業別財務諸表：人権施策推進事業）
1． 追加情報
（1） 固定資産の減損の状況　　　　　
　　（普通財産）
減損を認識したもの
	用途
	種類
	場所
	減損前
の帳簿
価額（円）
	減損に
至った
経緯
	減損
損失額
（円）
	減損後の
帳簿価額（円）
	減損損失額の算出方法の概要
	複数の固定資産を一体として行政サービスを提供するものと認めた
理由

	
	
	
	
	
	
	
	帳簿価額と比
較する正味売
却価額・使用
価値相当額の
別とその算出
方法
	摘要
	

	大阪人権センター
	建物
	大阪市
浪速区
久保吉
	283,322,400 
	撤去決定済
	283,322,400 
	0 
	正味売却価額
（撤去決定済のため０）
	帳簿
価額を
減額
	　　　　―


（２）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
　①事業の概要
すべての人の人権が尊重される豊かな社会を実現するため、「一人ひとりがかけがえのない存在として尊重される差別のない社会の実現」「誰もが個性や能力をいかして自己実現を図ることのできる豊かな人権文化の創造」を基本理念に総合的な施策の推進に努めています。また、庁内・市町村・関係団体等との連携を深め、人権尊重の視点を基本に、府民の心に響く、大阪らしい人権施策を展開しています。
　
　　②当該事業に関し説明すべき固有の事項
　　　　　もと大阪人権センター用地に関して、大阪市が本物件を活用、売却等する場合において、センターの地下の杭を存置したことによって、大阪市に損失が生じたときは、その損失を補償することとし、その補償額は協議して定めるという覚書を締結しています。
　　　　その他特別費用には、建設仮勘定情報の修正に伴う過年度修正損（101百万円）が含まれています。

